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	応用
	抗原情報
	背景
	プロテインキナーゼC（PKC）は、カルシウムおよびセカンドメッセンジャーであるジアシルグリセロールによって活性化される、セリンおよびスレオニン特異的なプロテインキナーゼファミリーです。PKCファミリーメンバーは、多様なタンパク質標的をリン酸化することで、多様な細胞シグナル伝達経路に関与することが知られています。また、PKCファミリーメンバーは、腫瘍プロモーターの一種であるホルボールエステルの主要受容体としても機能します。PKCファミリーの各メンバーはそれぞれ特異的な発現プロファイルを有し、細胞内で異なる役割を果たしていると考えられています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、PKCファミリーメンバーの1つです。このキナーゼは、細胞接着、細胞形質転換、細胞周期チェックポイント、細胞容積制御など、様々な細胞プロセスにおいて役割を果たすことが報告されています。マウスを用いたノックアウト研究では、このキナーゼが心筋細胞における心収縮力およびCa(2+)ハンドリングの基本的な調節因子である可能性が示唆されています。[RefSeq提供、2008年7月]
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	1:10000 の Phospho-PKC alpha (Thr497) ウサギモノクローナル抗体を使用したラット心臓組織抽出物のウエスタンブロット分析。

